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はじめに

平成27（2015）年頃より、IoT（Internet of Things）や人工知能（AI）が注目され始めている。これらの

技術を使って家電や自動車などあらゆるモノがネットワークにつながり、効率的な社会を創造すること

が期待されている。このような社会を総称して「超スマート社会」※と呼ぶ。

スマート社会の実現に向けて、効率的な都市の構築に向けた実験が各国で始まっている。日本では平

成23（2011）年に発生した東日本大震災を契機にエネルギー問題が注目され、エネルギー効率の良い都

市の構築に向けて各種の取り組みがなされている。

一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）は、IT・エレクトロニクス分野による業界団体であ

る。JEITAでは、IT（情報技術）を活用した社会課題の解決に向けて、多くの委員会が設置されている。

筆者等が参加しているスマート社会ソフトウェア専門委員会は、ソフトウェア事業委員会傘下の委員会

であり、平成24（2012）年度から5年間にわたって、スマート社会におけるソフトウェアのあり方に関す

る動向調査を行ってきた。

平成24（2012）年度には「スマートさとは何か」をテーマに、スマートさの指標の定義の調査に取り組

んだ。平成25（2013）年度には国内外のスマート社会関連プロジェクトの動向を調査し、国やプロジェク

トごとの投資傾向の差異などを調査した。平成26（2014）年度には、ビジネスの視点からスマート社会に

おいて重要な技術開発をしているベンチャー企業の調査を行った。そして、平成27（2015）年度には、日

本政府が提唱する超スマート社会構想（Society 5.0）の実現において、ソフトウェアの重要性に着目し、

「Software Defined Society（SDS）」というコンセプトを提唱するに至った。

このような流れのなか、平成28（2016）年度はSDSを支える人工知能（AI）やデータ流通促進の取り組

みを調査するとともに、異なる産業間で超スマート社会システムが連携するためのビジネスモデルの検討

を行い、そのための検討フレームワークを考案した。さらに、このフレームワークに従って、いくつかの

ユースケースを検討した。

本書は、この5年間の超スマート社会に関する国内外の動向についてまとめたもので、超スマート社会

を実現するうえで、情報通信分野の視点で重要な情報をコンパクトに整理している。関連ビジネスを進

めている企業の皆様の検討の参考になれば幸いである。

最後に、本書の執筆や資料確認などでご協力いただいた皆様に御礼を申し上げる。

2017年5月

一般社団法人 電子情報技術産業協会

スマート社会ソフトウェア専門委員会委員長

千村 保文
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※  一般名称としては「スマート社会」と呼ぶが、平成28（2016）年1月22日に閣議決定された第5期科学技術計画（平成28～32年度）では、サイバー
空間と現実社会が高度に融合した未来社会を「超スマート社会」と呼んでいる。本レポートでは、総称として「超スマート社会」と呼ぶこととする。
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本章では、今後2020年までに実装が期待されるスマート社会や、2030年以降の実現を目指し
て検討が進められている超スマート社会について、電子情報技術産業協会（JEITA）におけるこれま
での検討内容に触れながら、その概念や考え方に関する見解を示す。

1.1節では、“スマート”という用語の定義や、政府が推進するIoT・AI・ビッグデータなどの革新
的な情報技術（IT）とスマート社会の関係を、1.2節では、スマート社会を中心とした産業への影響を
概説する。

1.3節では、ユースケースをもとに、超スマート社会におけるビジネスやサービスに関するコンセ
プトの考え方を紹介する。

1.1 超スマート社会の定義

近年、スマートグリッドやスマートコミュニティに代表されるように、ITを高度に活用して社会システ

ムをスマート化するプロジェクトや技術開発が活発に推進されており、スマート化の対象領域はエネル

ギーや交通・輸送などの社会基盤から、産業や生活といったさまざまな場面に拡大している。　 

　一般社団法人電子情報技術産業協会では、産業や生活などの分野において、ソフトウェア／ ITサー

ビスが実現すべきスマートさの本質や、それによって生み出される社会（スマート社会）の在り方などを

検討するために、平成24（2012）年度にスマート社会ソフトウェア専門委員会を設置して活動を行ってい

る。同専門委員会は、安心・安全、快適・便利な“スマート社会”をあるべき姿として捉え、スマート社会

の実現に向けてソフトウェア産業が取り組むべき課題や、果たすべき役割などについて議論を行ってき

た。

1.1.1 ‘スマートさ’とは？
初年度〔平成24（2012）年度〕の調査研究では、スマート社会の全体像を把握することを目的として活

動を行い、スマートさの要素として、ITの高度な活用により、いわば「要領よく、抜け目なく」、その制約

を克服できること（ITによる制約の克服）と、距離・場所、時間、組織などさまざまな制約を克服したう

えで産み出される付加的な価値（価値の醸成）をスマートさの要素とした。これらの要素は、どちらか一

方だけが実現されているからといって必ずしもスマートであるとは言えないため、これら2つの事項が両

立している状態が望ましい（図1-1）。

スマートさの定義は、事業者が提供するサービスのスマートさを、客観的に照らし合わせて考えてみる

指標の役割を担うとともに、消費者としての便益を高めるスマートさの在り方までも包含している。
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図1-1　スマートさの定義

スマートさ 制約の克服 価値の醸成＝ ×

組織の壁

時間

距離・場所

制度

コスト

相反価値の両立
（例：快適性と 省エネ）

環境の視点 低炭素 省エネ
省資源

生物
多様性

事業者の視点 戦略
運営

経営
資源

生活者の視点 快適性 簡便性 交流性 安心
安全

出所　電子情報技術産業協会「スマートなシステムやサービスに関する調査研究報告」（平成24年）

1.1.2 スマート社会とスマート社会ソフトウェア
ソフトウェアは、「スマートさ」を実現するための中核をなす実装技術である。

図1-2に示すように、「スマート社会ソフトウェア」とは、各産業・インダストリーが提供する社会サー

ビスを統合してスマート社会を実現するソフトウェアサービスであり、かつスマート社会を実現するため

の主要な実装手段であり、エンジニアリング要素である。

図1-2　スマート社会とスマート社会ソフトウェアの位置付け

事業者B

事業者A

事業者C 事業者a

事業者b

事業者d

事業者c

スマート社会
（Smart Society）

ソフトウェア事業者

スマートサービス

社会変革事業者

スマート社会ソフトウェア

安心

安全 快適

便利

出所　電子情報技術産業協会「スマートなシステムやサービスに関する調査研究報告」（平成26年）
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第1章では、超スマート社会のコンセプトや市場への影響、具体的なユースケースについて紹介し
た。本章では、超スマート社会の実現に向けて進められている、米国、EU、ドイツ、英国、韓国、シン
ガポール、日本の取り組みについて紹介する。

2.1　米国の動向

2.1.1 情報通信政策分野における超スマート社会実現に向けた取り組み

〔1〕	 主要情報政策
米国では、ITを専門に扱う政府機関は設立されておらず、ITに関わる政策課題については、ホワイト

ハウス主導のイニシアチブが公表される。これを推進するために関係する複数の政府機関が連携する仕

組みを取っている。

1990年頃からのインターネットの普及と合わせて、民間企業などのIT活用が経済成長の源泉として

位置づけられた。1998年より商務省（Department of Commerce）はデジタル･エコノミーの年次レポー

トが発行されていた＊1 が、2000年初頭には市民や企業においてインターネットの普及が進んだことか

ら、IT活用は民間企業が主導して行うという位置づけがなされ、政府機関がデジタル・エコノミーを直

接牽引する経済政策が取られなくなった。ところが、ビッグデータやIoT（Internet of Things）、

Industrie 4.0、人工知能などに代表されるデジタルビジネスの急速な進展に伴って、商務省では新たなデ

ジタル・エコノミーの推進強化に再度転向しつつある。

（1）	 Digital	Economy	Agenda	＊2

2015 年以降、米国商務省は、デジタルエコノミー・アジェンダ（Commerce Department Digital 

Economy Agenda）を発表している。2016年4月に発表されたDigital Economy Agenda 2016＊3 では、

インターネットとデジタル・エコノミーは将来的な米国経済成長において重要な役割を果たし、米国に

おける雇用創出や対外輸出など、競争力の源泉であると位置づけている。

米国におけるデジタル・エコノミーは以下の通り、巨大な産業となり、GDPにも寄与しているが、必ず

しも成功しているとは言えない、としている。

＊1 1998年にThe Emerging Digital Economyと題したレポートを発行。その後デジタル・エコノミーに関連するレポートが発行されるようになっ
た。

＊2 https://www.commerce.gov/news/blog/2015/11/commerce-departments-digital-economy-agenda
＊3 https://www.ntia.doc.gov/files/ntia/publications/alan_davidson_digital_economy_agenda_deba_presensation_051616.

pdf
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① インターネットおよびIT関連産業は米国のGDPのうち5％以上を占めている。

② 専門家によると、デジタル化は、2025年にGDPを2兆ドルまで押し上げる潜在能力を秘めている。

③ 米国は2014年に約4,000億ドルのデジタルサービス・製品を輸出している。これは、米国のサービ

ス業の輸出の半数以上であり、米国のすべての財・サービス輸出の1/6以上を占める。

こうした経済成長の実現には、いくつかの挑戦や施策が必要であると認識し、2016年は、表2-1に挙げ

る取り組みを優先して進める意向である。

表2-1　米国商務省によるデジタル・エコノミーの取り組み

主な政策 概要

自由な情報の流通
（Free and Open Internet）

データやサービスの国境を越えた流通に関する障壁を抑制し、事由でオープンなグローバルインターネットを構築
する。例えば、EUのデジタルシングルマーケット政策による米国企業への影響回避のための措置などが含まれる。

トラスト（Trust） 企業や消費者のセキュリティとプライバシーの保護を高度化することで、デジタル・エコノミーを発展させる。例え
ば、サイバーセキュリティフレームワークの普及やEUとのセーフハーバーの交渉の締結・承認などを実施する。

アクセス及びスキル
（Access and skills）

米国の企業や消費者に対して高速なインフラストラクチャを提供するとともに、活用するスキルを向上させる。例
えば、ブロードバンドアクセスの高度化、サイバー教育のためのイニシアチブの推進やスキル形成の支援などを実
施する。

イノベーションと革新技術
（Innovation and
 Emerging Technologies）

スマートな知的財産ルールを含めたイノベーションの支援や新技術の開発初期段階からのサポートを通じた長期
的な政策課題の特定等を行う。具体的には、特許品質を向上させるための支援や訴訟改革、有望な新技術の推進
による早期の政策的合意の推進などを実施する。

出所　商務省Commerce Department Digital Economy Agenda 2016をもとにみずほ情報総研作成

（2）	 米国政府におけるIT関連施策

先述の通り、米国ではITを専門に所管する政府機関が存在せず、政府全体のIT施策はホワイトハウ

スが主導する各種イニシアチブにより進められている。米国政府のIT政策を把握するために、ここでは、

予算管理局（Office of Management and Budget）の動向を中心に政府のIT施策等を整理する。

直近の政府における主なIT関連施策は、サイバーセキュリティ、IT調達改革、オープンガバメント（電

子政府）である。情報セキュリティ強化施策と公共データのオープン化（オープンデータ）は、政府のみな

らず民間の経済活動におけるデータ活用の重要性に着目した内容となっている。

① サイバーセキュリティ

海外からのサイバー攻撃などに対処する国家安全保障の観点から、サイバーセキュリティ強化を重視

している（詳細は後述）。

② 政府IT調達改革

政府機関におけるIT投資を根拠に基づいて評価し、継続するのか中断するのかなどの判断を行う仕

組みや体制作り（IT Dashboard、TechStat、PortfolioStatなど）、データセンターの整理統合、シェアー

ドサービスの利用促進などを進めている。

こうした政府IT調達改革のこれまでの取り組みを踏まえて、2014年12月には連邦議会において

Federal Information Technology Acquisition Reform Act（FITARA、連邦IT調達改革法）が成立し、
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本章では、超スマート社会を支える基盤として、IoTやビッグデータ、スマートシティのための都市
OS、分析技術として注目されている人工知能（AI）等に関する「情報処理基盤」、オープンデータや
データ流通・連携に関する「データ基盤」、スマート社会分野の国際規格やデファクト標準等の「標準
化の動向」、「セキュリティ・個人情報保護」に関する最新動向を解説する。

3.1 情報処理基盤

3.1.1 IoT／ビッグデータ活用基盤

〔1〕	 爆発するデジタルデータへの対応
ブロードバンドやワイヤレスネットワークなどのネットワークの進化や、スマートフォン、タブレットな

どに代表される情報処理端末の普及などにより、デジタルデータの量は近年急増している。今後は、IoT

（Internet of Things）やクラウドサービスの更なる進展により、データ量は指数関数的に増大すると見込

まれ、グローバルなデータ量は、2013年に約4.4ゼタバイト（4.4兆ギガバイト）から2020年には約10倍の

44ゼタバイトに達するとの予想もある。

IoT時代には、ネットワークやデバイスの高度化、生活や経済活動に欠かせないインフラとしてのIT

活用の定着、スマートフォンの普及や交通・流通系のICカード、ウェアラブル機器の普及、センサーの小

型化・低廉化などが、デジタルデータの爆発的増加の要因となる。さらに、SNSなどインターネット上の

デジタルデータのみならず、自動車や住宅、さらにはものづくりや農業などの産業や社会インフラにかか

わるモノがネットワーク化され、自然現象データ、生体情報等のデータに加えて、交通や電力、機械など

のデータといった、これまでデジタルデータとして取り扱われてこなかったデータがネットワーク化され

ると見込まれている。

米国の大手通信機器ベンダであるCisco Systems（シスコシステムズ）は、モノだけでなく人やプロセ

ス、データがネットワーク化された社会をIoE（Internet of Everything）と捉え、2000年には約2億台に

すぎなかったインターネットに接続可能な機器が、2013年には、100億台近くまで増加し、2020年には

500億台を超えると予測している＊1。また、同社は、全世界に1兆5,000億台存在する機器のうち、現在、

インターネットに接続されているものはわずか数％に過ぎず、99.4%が、潜在的にインターネットに繋が

る可能性があることを指摘している＊2。

IoT時代には、これまでにはない膨大なデジタルデータが流通するため、そのデータを処理するための

＊1 Cisco Systems「Internet of Everything (IoE) Value Index（2013）」, http://internetofeverything.cisco.com/sites/default/files/
docs/en/ioe-value-index_Whitepaper.pdf

＊2 Cisco Systems「Embracing the Internet of Everything To Capture Your Share of $14.4 Trillion（2013）」, http://www.cisco.
com/c/dam/en_us/about/ac79/docs/innov/IoE_Economy.pdf
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仕組みが必要になる。

〔2〕	 IoTを実現する情報処理基盤：I-model（キャピタルアイモデル）
IoT時代にデジタルデータが爆発的に増加したとしても、個々のデータのみで生み出せる付加価値は

限定される。デジタルデータから付加価値を創出し、経済価値を生み出すためには、データを管理したう

えで、利用者のニーズに応じて、データ分析や他システムとの連携、リアルタイム処理などを行い、付加

価値を生み出すための新たな情報処理基盤が必要となる。そのため、IoTを商機と見込むICT企業で

は、IoTに対応した情報処理向けの製品や情報処理基盤の提供に力を入れている。

電子情報技術産業協会では、IoT時代の情報処理基盤として、I-model（キャピタルアイモデル）を策

定し、公表している。以下に、I-modelの概要を紹介する（図3-1）。

I-modelは、社会インフラ分野のデータ利活用を想定した情報処理基盤である。「社会インフラのデー

タを利活用した新しいサービスの提供」は、社会インフラがITと融合し進化した形態として、それ自体

も、それが生み出す新たなサービスや事業も、ソフトウェア産業の大きな市場になることが予想されてい

る。

図3-1　IoT向け情報処理基盤の階層モデルと機能

出所 一般社団法人電子情報技術産業協会＊3

＊3 http://home.jeita.or.jp/cgi-bin/page/detail.cgi?n=581&ca=1
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第１章～第３章で解説したとおり、超スマート社会に向けて検討が始まっている。しかし、超ス
マート社会を実現し、国民生活や経済を豊かにするためには、さまざまな課題を乗り越える必要が
ある。

本章では、超スマート社会の普及・進展に向けた課題について言及したうえで、課題解決のため
に電子情報技術産業協会 スマート社会ソフトウェア専門委員会がこれまでに検討してきた内容の
一部を紹介する。

4.1 超スマート社会実現に向けた取り組みの方向性

4.1.1 クラウド（Cloud+Crowd）による社会変革の加速
Cloud（クラウドコンピューティング）とCrowd（群衆）を活用する技術の進展によって、社会変革事業

者が事業推進に不可欠な次のような経営資源を、迅速かつ柔軟に収集したり利用したりすることが可能

となり、社会変革を促すことが期待される（図4-1）。

図4-1　事業推進に不可欠な経営資源

情報
（Cloud）

資金
（Crowd）

モノ
（Cloud）

人
（Crowd）

デジタル化の加速
（オープン化・データシェアリングによる流通・連携）

シェアリングによる柔軟なモノの利用

クラウドファンディングによる
新たな資金調達の仕組み

クラウドソーシングによる柔軟な人材調達

出所　電子情報技術産業協会 スマート社会ソフトウェア専門委員会

4.1.2 分野や組織を越えたデータ駆動型のビジネス
近年のネットワーク技術、情報処理技術等の進歩によって、大量のデータを集めて蓄積し、それを分析

することによって、イノベーションを進めやすい環境が整ってきた。

sample



第4章　超スマート社会の普及・進展に向けた課題

183©2017　Japan Electronics and Information Technology Industries Association IoT、AIを活用した‘超スマート社会 ’実現への道

具体的には、データ処理速度の向上、データ分析技術の高度化に加え、インターネットやスマートフォ

ンの普及、ストレージ容量の増加、センサーの微細化・低コスト化、SNSの普及、IoT（Internet of Things）

の進展などによって、広く経済社会に存在する多種多様な相当量のデータを迅速に取得して蓄積するこ

とが容易となってきた。得られたデータ効果的に分析し、マーケティングをはじめとするビジネス活動の

高度化を行う環境が整備されつつある。

大量、かつ、多種多様なデータを多頻度で利活用することによって、事業効率の改善や新しい商品・

サービスの提供、さらには、社会課題の解決を効率的かつ効果的に進めることができる環境が整備され

てきている。

欧米では、IT関連企業を中心に、データの利活用に関する先進的な取り組みが行われている。特に米

国では、データを利活用することが競争力の源泉になり得ることに着目した企業が、他社がもつ多種多

様なデータを迅速に利活用できるよう、企業買収によって、当該他社をそのまま取り込み、高次のイノ

ベーションにつなげようとする動きも見られる。

4.1.3 モノからサービスへの価値の移行
「モノ」は、多くの場合、それ自体に意味があるわけではなく、人間は、目的を果たすために「モノ」を

「使う（操作する）」。この使うという人間の行為を、AIやビッグデータによってサービスが代替されつつ

あり、人間は「モノを使う」ことなく目的を達成することができる。その結果、「モノ」の提供は、人間に

とって価値評価の対象ではなくなり、目的を実現するためのサービスの歯車として埋没してしまう可能

性が高い。

例えば、自動走行車の場合、自動車の運転という人の行為をAIやビッグデータによって代替すること

を目的としており、将来的には、「自動車というモノの提供」は利用者の価値評価の対象ではなくなるか

もしれず、「モノを含めた移動サービスの提供」が価値評価の対象になる可能性が高い（図4-2）。

図4-2　モノからサービスへの価値の移行

出所　みずほ情報総研　公開資料
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